
創立140周年記念誌

川崎市立川崎小学校
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《スローガン》

1年 赤坂 奏さん  6

《シンボルマーク》

「
6年 金城 和花さん

子 どもたちの実行委員が中心 となって、

全員の心を一つにして 140周 年をお祝い

できるようなシンボルマークを選びました。

140年目の年が楽しくなるようにとの願いを

込めて明るい色彩で描かれた、 とても良 く

目立つシンボルマークです。

全校児童が考えたスローガンから投票によって 2点が選

ばれ、その作品を組み合わせて作られました。「大好きな大

好きな川小が、もっともつとよくなっていってほしい !」、

「川小の子どもたちは、いつでもきらきら輝 く笑顔で元気

いっぱい !」 、「 140年 という素晴らしい伝統が、これ

からも続きますように !」 というたくさんの思いが詰まった

スローガンです。このスローガンのように、いつまでも皆に

愛される素敵な川崎小学校であることを祈つています。

《なかよし宣言》

代表委員の先輩方が、「ナ|1小をもっと明るく、楽しく、仲の

良い学校にしよう !」 と考え、つくつたものです。現在も川

崎小学校の全員で守ることとして受け継がれています。

6年 冨樫 杏里さん
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倉J立 140周年を迎えて

学校長 吉 新 一 之

平成25年度は、川崎小学校の創立140周 年を迎える、節目の年度にあたります。このような記念すべき年

度に、川崎小学校の校長として勤務できることを、たいへん誇 りに思っています。

本校は、明治 6年に川崎学舎として創立して以来、歴代の校長先生を中心にした、輝かしい教育の実践が

積み重ねられ、川崎小学校の校風や伝統が引き継がれてきたことに、改めて感動しております。

校長室に掲げられている歴代の校長、 PTA会 長、教育後援会会長、振起会会長の方々のお写真からも、

歴史と伝統の重さを、私に常々語 りかけてきているように感じられます。

教育後援会会長の梶川様、振起会会長の飯島様、同窓会長の平岡様、各町内会長、自治会長の皆様、地域

の皆様、PTA会 長、役員、OB役員、会員の皆様、関係諸機関の皆様に支えられ、川崎小学校の教育が充

実し発展してきたことに改めて感謝申し上げます。

また、皆様のお力添えのおかげで、学校を支えてくださつた方々が、一堂に会して、今回の創立 140周年

記念式典および祝賀会が開催できますことにも、厚 く御礼申し上げます。

『 いい表情の子を育む 』という表題で、山木利之 元校長先生が、創立 130周年の記念誌の原稿を執筆さ

れています。そして、「いい表情というのは、内面に自尊感情が形成されることで生まれてくる。」と書かれ

ています。

このすばらしい目標は、今年度も本校の研究テーマとして引き継がれています。研究の内容は変わつても、

このテーマは不易なものとして、受け継いでいくことで、よりよい教育の実践につながり、子ども達に根付

く伝統になるのではないかとも考えています。

現在の川崎小学校では、「全員が挙手して主体的に学べる授業」、「話し合いで自らの考えを深める授業」、「学

校生活をよりよくするための主体的な活動」を研究の重点として、毎日の授業の中で、子ども達に、思考力・

判断力・表現力 。人とかかわる力・創造力・主体性を育成する実践を積み重ねているところです。そして、

『いい表情の子を育む』ことを実現して、多様に変化する21世紀の社会に通用する子ども達を育てていける

川崎小学校にしていきたいと考えています。
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創立 140周年に寄せて

創立140周年記念事業実行委員長 平 岡 清 司

川崎小学校創立 140周 年を心よりお祝い申し上げます。又、本日の記念式典、

祝賀会に地域の関係各位のご臨席を得て、この様に盛大に式典が行われます事、

厚くお礼申し上げます。

「ひらけ窓を、西に 富士はしろく明る」なんと素晴らしい詩の校歌、私はこの校歌に迎えられ、昭和 8

年に本校に入学をし、昭和 14年春に卒業した生徒の一人です。又、私の兄弟も、そして子供達も、本校で

教育を受け卒業しました。私達の様に或いは更に親子 3代 4代 と本校を卒業された方々が沢山いると聞いて

おります。本校は明治 6年に川崎学舎として砂子の宗三寺にて創立され以来明治、大正、昭和、平成と時を

重ね、その間に震災、戦災と激動の中めまく
゛
るしく歴史の流れに伴つて、幾多の難関を乗り越えながら今日

を迎えております。

この様な歴史のある本校に赴任される先生方も創意と情熱を持って児童の指導に当たられ、その教育を受

け社会に出て活躍をしている人達は今日迄に 2万数千人となります。平成 18年に、中止をしておりました

同窓会を再発足させ、個人情報の収集も難しい中、卒業生の現況調査、把握を行い、 3年掛けて約 1万人近

い卒業生の名簿の整理が出来、平成20年 H月 に創立135周 年記念、又、本年の 6月 に創立140周 年記念の同

窓会を開催しました。

出席者の中に、昭和 8年、 9年の卒業生で90歳 を超えられた方が出席しておられ、歴史のある学校だと

つくづ く感じさせられました。

本日迄この記念事業にご尽力下されました、学校関係、 PTA、 教育後援会、振起会、同窓会、地域の皆

様に改めて感謝申し上げます。

「栄えあれわが校、川崎小学」伝統に輝 く本校の限りない発展を願いながら。

川崎小学校 倉J立 140周年

児童実行委員長 宮 内 ほのか

川崎小学校、創立 140周年おめでとうございます。川小が創立 140周年の時に、

実行委員として関わることができてとても光栄です。

川小の良いところの一つ目は、挨拶が上手なところです。川小には「あさひ」と

いう合言葉があります。この合言葉の意味は、

「⑤ いさつは心をこめて ③ わやか笑顔で  ◎ とより先に」
です。川小の皆は、あさひを守ることができているから、上手に挨拶ができるのだと思います。

良いところの二つ目は、団結力があるところです。 5月 に行われた全校の運動会や、10月 に行われる6

年生の地区別運動会に向けての練習などで、一人一人が′いを一つに取 り組んでいました。

川崎小学校創立 140周年のスローガンは、「大すき川小 笑顔と元気で未来へGO!」 です。スローガンに

は、私たちが大好きな川小が、私たちの笑顔と元気で未来へ進んでいってほしいという願いが込められてい

ます。このスローガンを胸に、ますます笑顔が絶えない明るい学校となるよう、努力していきたいと思います。

そして、これから先も、私たちが笑顔と元気でつないだ川小の歴史が、次の世代へと受け継がれてほしいと

思います。

ノイθ′力A″″ムで,s`″、



夢の種

川崎小学校父母と先生の会会長 勝 山 弘 樹

創立 140周年を迎え、心からお祝い申しあげます。人間にたとえたならば、世

界最長寿ということになるのでしようか。これまでの 140年間には、さまざまな

先輩方のご苦心やお喜びがあつたことと拝察します。

子どもはすばらしい存在だと思います。ひとりひとりに夢があり、未来への可能性の種を特っています。

その夢の種に愛情を与え続けることで、発芽し、互いに影響し合い、育ってゆくことでしょう。わたしたち

大人は、そんな子どもたちの成長する姿を心の糧に、人生の喜びや驚き、希望と出会うことができます。そ

のような舞台としての川崎小学校に感謝と敬意を捧げます。

これからも川崎小学校が元気であることを応援し、わたくしたちもともに歩んで参ります。

祝 辞

川崎小学校教育後援会会長 梶 り|1 健 司

川崎市立川崎小学校が明治6年開校以来、幾多の困難を乗り越え、ここに創立

140周年を迎えられたこと、心よりお祝い申し上げます。

思い起こせば40年前、私はPTA会長として創立 100周年の記念委員会に参画

しておりました。当時の大内校長先生を中′いとした諸先輩方と一緒に記念事業を企画・運営させて頂いた事、

良き思い出と成っております。

伝統を維持して守っていくことは大変なことです。しかしながら、その伝統も新しい試みの繰 り返しを以

て築かれて来たものです。先生方 。教育後援会・振起会・ PTA・ 同窓会 。そして学区内町内会の応援を受
け、地域との密接な関係を保ちながら、この川崎小学校が伝統を守りつつも新しいことにチャレンジし、益々

発展することを祈念して、お祝いの言葉とさせていただきます。

祝 辞

川崎小学校振起会会長 飯 島 元 和

創立 140周年おめでとうございます。

振起会を代表して心よりお祝い申し上げます。振起会は、昭和 18年有志によ

り児童の育英を目的として創設され今年で70年 を迎えます。現在は新入生およ

び卒業生に記念品等を贈る事業を継続して運営しています。

私事になりますが、90周年記念を 5年生の時に、東京オリンピック開催を 6年生の時に経験 しました。

まだ鮮明に記憶 として残っています。あれから50年が経ち、140周年記念式典に参加でき、また東京オリ

ンピック開催が決定した事は感慨一入です。

今後も、振起会を通して児童の成長振りを見続けられれば幸いです。

歴史ある川崎小学校の更なる飛躍と発展を祈念して、お祝いの言葉といたします。

κα■,α sαた,E′α7で′2′α″、'SC力 Oο′



新たなスタートラインに立って

第20代校長 山 木 利 之

明治 5年。今からおよそ 140年前に公布された「学制」により、日本の近代教育

はスタートしました。「学制」には、教育内容を「日用常行言語書算」として「邑 (む

ら)に不学の戸なく、家に不学の人なからしめん事を期す」と書かれていました。

川崎小学校は、「学制」の求めに合わせるようにして、明治 6年からスタートしています。町に住むすべての

人が「読み」「書き」ができ、「ソロバン (計算 )」 ができるということは幸せになるためのもとなのです。いつ

の時代でも、誰でもが幸せになりたいと思い生きています。周年という過去との対話を意識し将来を展望す

る佳節にあたり、今、何を学ぶことが幸せをもたらすのかを考えたいものです。

140年間の重み

第21代校長 萩 原 優

私が、川崎小学校の素晴らしい子どもたちに初めて出会ったのは平成 17年 4

月 5日 の着任式でした。全校児童が着任した教員一人ひとりの話に集中していま

した。一人の例外もなく、全児童が一人ひとりの教師の話に傾聴しているのです。

それも初めて出会った教師たちを心温かく受け入れているのです。私は私を含めて、教師の眼差しよりも子

どもたちの眼差しの優しさに感動しました。出会いの時から優しく受け入れてくれた子どもたちは、私が川

崎小学校を去るまで、「いい表情の子 (目標実現 )」 であったと確信します。140年間の教育の成果を感じます。

伝統を受け継いで

第22代校長 大 井 澄 子

川崎小学校創立 140年、おめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。

川崎小学校の子どもたちは、明るく元気です。特に素晴らしいのは挨拶です。

私が川崎小学校に赴任したときに、入学式の準備をしていた 6年生の子どもたち

が、見ず知らずの私に笑顔で口々に挨拶をしてくれました。このような素晴らしい子どもたちが育っている

のは、140年間の教育後援会 。振起会 。同窓会等の地域の方々と、保護者の皆様のご支援やご協力のおかげ

です。歴代の町会長様や父母と先生の会の会長様はじめ会員の皆様、これからも川崎小学校と子どもたちを

見守ってくださいますようにお願いいたします。

川崎小学校のますますの発展をお祈 りいたします。
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歴代職員名簿 (平成16年～平成25年 )
氏   名 職 名 在職期間

石田由美子 栄養士 3～ 16
山田美智子 給  食 4～ 18
孫  範道 用 務 7～ 18
菊地由喜子 給  食 ～ 19

竹村 弘美 教  諭 8～ 16
矢峙 雅子 教 諭 8～ 16
伊藤  昭 教  諭 0～ 18
渋谷 亮太 教 諭 0～ 16
桑原枝美子 教  諭 ～ 22
赤羽志保子 教  諭 ～ 17

木下 孝文 教  諭 ～ 20

木村  司 教  諭 ～ 18

奥田ひとみ 用  務 ～ 19

菅原 (小田)雅子 養 護 12・ 15-23
大槻 恵美 教 諭 2～ 17
近 藤  春樹 教  諭 2-20
山木 利之 校  長 3～ 16
松原 康臣 教  諭 3～ 16
渡辺由美子 教 諭 3～ 19
杉浦 知代 教  諭 3-16
名城あき子 教 諭 3-20
山村 藤子 教  諭 4-20
池端 庄一 良「 教 諭 4～ 19
風間 康雄 教  頭 6～ 17

半藤 智子 教  諭 6・ 17

有働由佳子 教  諭 6-23
北川あつみ 教  諭 6-23
國廣 隆之 教 諭 6-22
鈴木  朗 教  諭 6～

中山とも子 事 務 6-22
能嶋 和子 教 諭 6～ 21
是枝 誠子 給 食 6-21
本橋 健司 教  諭 6

日野林 寛 相談員 6～ 19

萩原  優 校  長 7～ 19
佐 々木 豊美 教  諭 7～

関口 真弓 教 諭 7-23
西山 春来 教  諭 7-23
泉村 美雪 教 諭 7-23
兼田 和明 教 諭 7-22
谷戸ゆきみ 教 諭 7～

福田 克子 教  諭 7-23
橋本さつき 教  諭 7

中り||ひ とみ 教  諭 6・ 17

三上 恭子 栄養士 7・ 21

岩瀬 (濱野 )美保子 教 諭 8-22
中田 浩彰 教  頭 8-20
井之上盛秀 教 諭 8～ 21

相澤 純子 教 諭 8-24
佐藤志津子 教 諭 8

名取 裕子 教  諭 8～

伊達 重明 教 諭 8～ 21
兵藤 恵子 栄養士 8～ 19
狩野たか子 用  務 8

松川 弘美 教 諭 9-24
松本より子 教  諭 9-22
打川亜紗美 教 諭 9

山下 志穂 教  諭 9-22
田巻  誠 教 諭 9-20
浅井 和幸 教 諭 9

武井真由美 給  食 9-23
遠藤 良一 用 務 9～

大井 澄子 校  長 20-22

氏   名 職 名 在職期間

石井 和子 教 諭 20-23
小川 友貴 教  諭 20-24
高橋 麻子 教 諭 20-
木田 一江 教  諭 20-21
池山 俊介 教 諭 20-
山下 弘美 用  務 20-23
高橋 道子 給  食 20-
林  淑子 栄養士 20

宮川友二朗 教  頭 ，
“ -23

扇谷 和枝 教 諭
，
“

遠藤 理恵 教 諭
９
“

君嶋  駿 教 諭 ，
一

長妻 郁子 教  諭 ，

し

島田 道雄 教 諭 ，

“

室塚 里絵 養  護 ９

“

森谷 一仁 教  諭 22-
中村 括子 教  諭 22～
石井麻衣子 教  諭 22-
岩間 仁子 教  諭 22-
生魚 利子 教  諭 22-24
佐藤 信行 教 諭 22-
成田  純 教  諭 ，

″
，
“

鈴木 多恵 給  食 22-24
菊地 陽子 栄養士

，
“

，
“

大竹 剛裕 教 諭
，
“

，
し

吉新  一 之 校  長 23-
丸山絵里香 教 諭 23-
安岡 奈々 教  諭 23-
堀江 (金田)み ゆき 教 諭 23-
小上 理予 教  諭 23-
岸根 賢司 教 諭 23-
堀籠 由紀 教 諭 23-
石渡 永子 教  諭 23-
山口由美子 教 諭 23

萩原 桂子 教  諭 23
鉄野 尋規 事 務 23～
富田 登子 栄養士

０
０

，
一

新垣 英一 教 頭 24～
窪  志良「 教  諭 2.

山田早弥佳 教 諭 24-
阿部由夏里 教  諭 24～
糎間 雅史 教  諭 24-
山本 彩乃 教 諭 24-
有川 亮介 教  諭 24-
小島 直人 教 諭 24-
鳥毛江美子 教  諭 24-
二瓶  希 事 教 諭 24-
田口あやの 教 諭 2

行場さえ子 教 諭 24
奥畑 綾子 教 諭 24-
小川みとせ 給  食 24-
田中由紀子 給 食 24-
前田 菜生 栄養士 24-
片山 咲代 教 諭 25-
高野 智仁 教  諭 25-
杉田 正晴 教 諭 25-
佐藤 祐美 教 諭 25-
‖端奈津子 教 諭 25-
馬場  要 教  諭 25-
西山久美子 教 諭 25-
榮 真莉子 教  諭 25-
大塚 智子 給 食 25-
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創立 140周年記念事業実行委員会組織

岡田良之助 前校長・元校長

書記 (庶務)

PTA書記より
PTA会 計より 実行委員長

◎鈴木惧二郎 ◎梶川 健司
○原田 町子

PTA24年度役員
PTA25年度役員 市川 克己

◎→事業部長

○→事業冨」部長

学校長・教頭 。父母と先生の会役員 (平成 16年～平成25年 )

校長 教頭 会長 副会長 会計【庶務】 書記

平成 16年 山木 利之 風間 康雄 鈴木慣二郎 佐川麻理子
田制 和子

山

間

丸

風

砂織

康雄

須田 幸恵
池端庄一郎

平成 17年 萩原  優 風間 康雄 鈴木慣二郎 佐川麻理子
田制 和子

山

間

丸

風

砂織

康雄

須田 幸恵
池端庄一郎

平成 18年 萩原  優 中田 浩彰 鈴木慎二郎 佐川麻理子

須田 幸恵
丸山 砂織
中田 浩彰

松井たけみ

池端庄一郎

平成 19年 萩原  優 中田 浩彰 松井たけみ 勝俣真希子

粟井 麻美
鈴木慣二郎

山

田

秋

中

真理

浩彰

松井たけみ

木下 孝文

平成 20年 大井 澄子 中田 浩彰 野 田 一宏 粟井 麻美
平 美貴子
松井たけみ

理

彰

真

浩

山

田

秋

中

田

下

櫻

木

広美

孝文

平成 21年 大井 澄子 宮川友二朗 野 田 一宏 高柴由美子

池田 理抄
松川 博美

宇田 ゆか
宮川友二朗

栗山由美子

伊達 重明

平成 22年 大井 澄子 宮川友二朗 野 田 一宏 粟井 麻美
堀内 克美
大田原政子

宇田 ゆか
宮川友二朗

栗山由美子

島田 道雄

平成 23年 吉新 一之 宮川友二朗 滝澤  貢 粟井 麻美
宇田 ゆか
栗山由美子

清水 聖子
宮川友二朗

小野 貴美
島田 道雄

平成 24年 吉新 一之 新垣 英一 滝澤  貢 宇田 ゆか
栗山由美子

小野 貴美

越畑恵美子

【庶務】

新垣 英一

菊地めく
゛
み

島田 道雄

平成 25年 吉新 一之 新垣 英一 勝山 弘樹 宇田 ゆか
小川 和泉
秋山登代子

渡辺 明美
【庶務】

新垣 英一

代

雄

幸

道

山

田

瀧

島
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◎ 140周年記念事業を推進した職員◎

島田 道雄

池山 俊介

杉田 正晴

鳥毛江美子

堀籠 由紀

川端奈津子

窪  志郎

長妻 郁子

山田早弥佳

二瓶 希望

鉄野 尋規

大塚 智子

校長 吉新 一之

扇谷 和枝

佐藤 信行

佐藤 祐美

梗間 雅史

堀江みゆき

山本 彩乃

高橋 麻子

岩間 仁子

阿部由夏里

馬場  要

遠藤 良一

小サ||み とせ

教頭 新垣 英一

佐々木豊美

名取 裕子

石渡 永子

丸山絵里香

高野 智仁

岸根 賢司

君嶋  駿

石井麻衣子

片山 咲代

榮 真莉子

奥畑 綾子

田中由紀子

谷戸ゆきみ

小島 直人

中村 括子

森谷 一仁

安岡 奈々

田口あやの

有川 亮介

小上 理予

鈴木  朗

西山久美子

高橋 道子

前田 菜生

創立 140周年記念誌

未 来 に 向 か つ て

発行日  平成 25年 H月 1日
発行者  川崎市立川崎小学校

印刷所  東京綜合写真株式会社
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